The Root-Five Rectangle and Renaissance Paintings by 篠塚 二三男


















 １ ルート５矩形の作図と黄金比 
 ２ 「ルート５矩形スキーム」と「アルベルティの４、６、９の比例構図」 
B. ルート５矩形の絵画作品 
 ３ マザッチョの《貢の銭》 
 ４ カスターニョの《最後の晩餐》 
 ５ レオナルド・ダ・ヴィンチの《聖告》 
 ６ ミケランジェロの《原罪と楽園追放》《エヴァの創造》《アダムの創造》 
C. ルート５矩形作品の比較 
 ７ 全体的考察 
 ８ 五本の垂直線 
































































図 1-3 のような長方形において、短辺 AA’ の長さを１とすれば、長辺 AB が√5 となる図形のことで
ある（AA’：AB=1 : √5）。 
 
 [作図] √5 は無理数であるので（√5＝2.2360679…)、厳密に言えば、定規だけでこの長さを求め
ることはできない。しかし幾何学図形を用いれば√5 の長さを簡単に作図することができる。すなわ
ち図 1-1 のように、長方形の二つの辺の長さが１と２のとき、その対角線の長さは三平方の定理から
√5 となる。そして対角線 CD’ と同じ長さをコンパスを用いて長辺 CD の延長線上に CD''としてと
れば、√5 の長辺となり、四角形 CD''D'''C'はルート５矩形となる。 
 しかし、図 1-1 のような作図では、最初の１：２の長方形の長辺の中央が MM'であったのに対し
て、新しく作図された１：√5 の長方形の長辺の中央は MM'よりもやや右にずれてしまう。そこで中
央の位置を動かさないですむように図 1-2 のような作図をすれば、図 1-3 のルート５矩形が得られる。 
 
 （注１）図 1-2 のように、長辺 CD の中央を通る直線 MM'(中央垂直線）の中点を M1 とする。同様に短辺 CC'
の中点を C1、DD'の中点を D1 とする。つぎに対角線 CD'の半分の長さである CM1 に注目し、コンパスを用い
M1 を中心として円弧を描いてみる。この円弧と直線 C1M1 の延長線と交わる点を A1 としてみる。すなわち円弧
CA1 が作図され、CM1 と A1M1 は同じ長さとなる。同様にして M1 を中心とする円弧 D'B1 を描き、D'M1 と同
じ長さである B1M1 を作図する。この時、対角線 CD'と直線 A1B1 は同じ長さとなり、ともに√5 である。次に





図 1-4 のようにルート５矩形上に M を中心とする半円を描き、その交点 E'、F'から垂直線を引け
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図 1-8 ルート５矩形スキームと
アルベルティの４、６、９の比例構図の合成
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 （注２）図 1-4 のように、AA'=1、AB=√5 のルート５矩形があるとする。長辺 AB の半分の長さである AM
を半径とする半円を、このルート５矩形上に描いてみる。半円と長辺 A'B'との交点を E'、F'とすると、半径
AM=E'M=√5/2 となる。交点 E'、F'から垂直線を引けば、EE'=1 なので、EM=1/2 となる。同様にして MF=1/2
なので、四角形 EFF'E'は正方形となる（EE'=EF=1）。この時 AF=EB=(√5＋1)/2=1.6180339…=Φ また
AE=FB=(√5−1)/2=0.6180339…=φである。φ=1/Φ、Φ=1/φでもある。 
 

















 たとえば図 1-6 のように対角線 AF'を引くと、中央垂直線 MM'との交点 M2 ができる（あるいは
M2 は二本の対角線 AF'と BE'の交点と考えてもよい）。この点 M2 は画面中央でやや高いところにあ
り、構図上重要な点になりえると考えてよかろう。[なおこの時 M2 は、MM'を１対√5 に分け、また
最上部 M'と中央 M1 とを黄金分割している（M’ M2：M2M =1：√5 また M’ M2/M2M1=Φ）] じっ
さい後述するように、この点 M2 はレオナルド・ダ・ヴィンチの《聖告》では、消失点として利用さ
れている（図４の点 V）。 
 同じく図 1-6 のように対角線 A'F を引くと、中央垂直線 MM'との交点 M3 ができる。さらに M3
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スキーム」√5 rectangle scheme と呼ぶことにする。 
 ここで図 1-3 にもどってみると、ルート５矩形は２つの大きな正方形（CMM'C'と MDD'M'）とそ
の左右にある２つの小さな細長い長方形（ACC'A'と DBB'D'）から成り立っている。 
 また図 1-6 のルート５矩形スキームをみると、大小いくつもの正方形が枠組みを構成しているのが
わかる。大きな正方形として、いま述べた CMM'C'と MDD'M'のほかに、第１節で述べた EFF'E'が
ある。これらの大きな正方形は、さらにそれぞれを四等分した小さな正方形から成り立っている（た













６＝６：９＝２：３）。二対三の比を diapente とか sesquialtera  と呼ぶので、４、６、９を二つ
のディアペンテとか sesquialtera doppia とか呼んだりする（Bouleau, 1963、邦訳、pp82 - 5、挿図
４；Manenti Valli, 2012, pp. 54-5 を参照）。本稿ではわかりやすく「アルベルティの４、６、９の
比例構図」と名付けてみる。 
 この「アルベルティの４、６、９の比例構図」（図 1-7）と前述の「ルート５矩形」（図 1-4）を、
中央をそろえて重ねて見ると、図 1-8 のようになる。上辺の０、１から８、９までの数字が「アルベ
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（注２）なおペテロの顔は CC'を黄金分割する点の位置にあり、また開けた魚の口は CC'の下半分の長さを黄金分






















































 このようにアルベルティの４、６．９の比例構図はかなり有効と思われる。しかし消失点 V の位置については
おそらく説明できないと思われ、前述の分析（A'D と CF'の交点）が有効と思われる。 
 （注５）[a、b について 図 2] ４と６の点の位置からは次のような作図もできる。まず画面左下の端（図２の
A でもよいが、より正確にはわずかにその左で、左上端の０に対応する点。記号で０’とする）と、画面上辺の点
４とを直線で結ぶ。この線分０’４と同じ長さを、画面下辺にとり、その右端を a とする（０’４＝０’ a）。a を通る
垂直線は、中央に居並ぶ使徒たちの右端と一致し、その右の背景の建物との境にもなる。 
 同様に画面左下端０’と画面上辺の点６とを直線で結び、同じ線分の長さを画面下辺にとり、その右端を b とす
る（０’６＝０’b）。b の点は最前景に描かれた木の杭の位置と一致する。 
 こうした a や b の作図はやや変則的かも知れないが、ひとつの解釈としてここに記しておく。また０’ではない
別の点を起点とする「ルート矩形」や、「アルベルティの４、６．９の比例構図」とは異なる「等分割システム」
による比例分析も検討する必要があろう。今後の課題としたい。 





 同じ Bouleau の図版に引かれた二本の水平の線は、（説明はないが）画面の高さの４、６の位置（つまり高さの
57






















 [中央垂直線と消失点] この壁画は全体的に左右相称構図であるため、中央垂直線 MM'（および
M'M''）の役割はきわめて大きい。この垂直線を対称軸として、十字架、二つの窓、晩餐の部屋の格
子天井、大きな六枚の大理石板、テーブルなどが配置されている。 




 （注１）また J は壁面全体の高さ MM"を黄金分割している（MJ/JM"=φ）。この J の高さは「最後の晩餐」の
部屋の左右に描かれている室外の「レンガ塀」の高さでもある。前述の論文（篠塚、2013）で述べたように、二












 （注２）[EE'と FF'] カスターニョの《最後の晩餐》においては、EE'や FF'はさほど重要な役割を果たしてい
ないが、EE'は左から３番目のトマスの軸線と重なり、FF'は右から３番目のタダイの位置を示していよう（篠塚、
2013、p. 114 の注２を参照。なおこの論文では記号 E1、F1 を用いて説明している）。 
 （注３）[アルベルティの４、６．９の比例構図による解釈]（図３の中央の横断線上に記された０から９までの
数字を参照）壁面の上半分に設置された二つの窓の横幅（外径点）は、３や６の位置にほぼ一致しているし（こ

























してはきわめて例外的なまでに横長である（寸法は Natali, 2000, p.121 によれば 100×221.5cm）。
祭壇画のプレデッラにはかなり横長な画面があるが、それらはほとんどは小さな画面である。これに
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れる。図４のように消失点 V は、中央垂直線 MM'の上にあるだけでなく、二本の対角線 AF'と BE'と
の交点でもある。この時Vは、画面最上部M'と画面中央Wとの距離を黄金分割している(M’V/VW=Φ)。 




線は二人の人物の位置を決定している（篠塚、2006、p. 39 の注２を参照）。 
 











































りな書房 2012 特に pp.405-92、金山弘晶「第５章《アダムの創造》─天井に描かれた『創世記』連作九場面」；
越川倫明ほか『システィーナ礼拝堂を読む』 河出書房新社 2013  特に pp.105-56、「第二章 ミケランジェロの
天井画 創世記の物語」がある）、管見の限りでは比例分析はほとんど無いようである。私の気づいた範囲では、






実線で囲まれているが、こうした歪みを微調整するためである。ここでは Kliemann & Rohlmann(2004, p.104)
の図版を用いた。 
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 下辺左右の点 C と D を見てみると、隣の《エヴァの創造》のある場面を囲むコーニスの突出部の
先端（裸体青年像のすわる台座の下端）が、はみ出して描かれている。つまり C や D の点が天井画
全体においてひとつの境界であることは明らかである。 
 点 C、D と同じく、あるいはそれ以上にルート５矩形スキームとの強い結びつきを明瞭に示してい















 （注３）《原罪と楽園追放》の画面を上下に二分する中央横断線（図 1-6 の A1B1 にあたる）は、左半分ではア
ダムの股間とエヴァの首を通り、右半分ではアダムおよびエヴァの生殖器を通っている。このことも決して看過










が《原罪と楽園追放》の EF に呼応していることは前述した。 
 しかし、《原罪と楽園追放》における EFF'E'は正方形であるが、《エヴァの創造》の画枠 GHH'G'
はやや横長の長方形である。これを計測してみると短辺と長辺の比が１対√2 の四角形、すなわちル
ート２矩形であることがわかる。さらに、この《エヴァの創造》と周囲の４体の裸体青年像を囲む大
きな画枠 AXX'B もルート２矩形である（GG' : GH=XA : XX'=1 : √2)。 
 
 （注４）短辺 GG'と同じ長さを長辺上の GK とし、正方形 GKK'G'をつくる。その対角線 GK'と長辺 GH とを
計測してみると同じ長さである。したがって画枠 GHH'G'はルート２矩形となる（GG'=GK  GK'=GH   ∴ 
GG' : GH=1 : √2)。垂直線 KK'は神の額と足先を通り、この KK'を境にして、左にアダムとエヴァ、右に神が
配されている。 
 《エヴァの創造》の画枠 GHH'G'の対角線 G'H を延長すると A や X'と交差することから、裸体青年像を囲む大
きな画枠 AXX'B が GHH'G'と相似の四角形、すなわちルート２矩形であることがわかる。 
 さらにこの四角形の短辺 AX は《原罪と楽園追放》の AF とほぼ等しい長さにも見える（前述したように、四
角形 AFF'A'は黄金矩形である。AA'＝１として数値計算してみると AX= /2=1.581…で、AF=(√5＋
1)/2=1.618…よりわずかに短い）。近似値的に等しいと見なせば、四角形 AXX1F は正方形となり（AX=AF）、ま




し伸ばされた二つの人差し指の接点 Y である（指は接触する寸前であるが）。 
 この点 Y は、計測してみるとなんと画面の横幅 ZZ'を黄金分割している(ZY/YZ'=φ)。 
 
 （注５）Y が ZZ'を正確に黄金分割していることは、黄金比ディバイダーをあててみれば一目瞭然である。第５
節の注１で述べたように、レオナルドの《聖告》では石塀の角（かど）R が画面の横幅を黄金分割している。こ
の R と《アダムの創造》の Y は、同じ役割を果たしている。 
 なおこの Y を通る垂直線を引き、《原罪と楽園追放》や《エヴァの創造》の画枠との交点を図５のように Y1、
Y2、Y3、Y4、Y5 としてみる。この時 Y と画枠までの距離 YY5 は、裸体青年像による枠の幅 Y4Y5 に等しい
（YY5=Y4Y5）。またこの Y4Y5 を《エヴァの創造》の縦幅 Y3Y4 と比べてみるとほぼ黄金比である（Y3Y4/Y4Y5=
Φ）。 
































 ティツィアーノの《マリアの宮詣》（ヴェネツィア、アカデミア美術館）は、はやくに Funck-Hellet（1932, 
chapitre Ⅳ ; 1950, pp. 81-85）が詳細に分析しているように、√5 矩形と黄金比で構成されている（このことは

































ェロの天井画であろう（図５）。つまり《原罪と楽園追放》の E と F の位置は隣の《エヴァの創造》























 ここではルート５矩形スキームの基準点（図 1-8 の A、B、C、D、E、F、M）を通る垂直線のう
ち、左右両端をのぞく、五本の垂直線との関係を見ていく。 
 [垂直線 CC'と DD'] 五本の垂直線のうち、目立たない位置にありながら、同時にもっとも特徴的な









 このように四作品をならべて比較すれば、ルート５矩形スキームにおける垂直線 CC'と DD'の役割
はきわめて明瞭であろう。ルート５矩形スキームの有効性を証してくれる最大の証拠かもしれない。 













 [中央垂直線MM'] 画面の中心軸となる中央垂直線MM'は、当然ながら重要な役割を果たしている。 
 本文で扱った四作品のなかでは、カスターニョの《最後の晩餐》が全体的に左右相称構図であるた














ドの《聖告》（図４）であろう。第５節で述べたように、消失点 V は、中央垂直線 MM'上にあるだけ
でなく、二本の対角線 AF'と BE'との交点でもある。しかも、画面最上部 M'と画面中央 W との距離
を黄金分割する点である。 
 カスターニョの《最後の晩餐》（図３）でも、消失点 V は、中央垂直線 MM'上にあり（そしてテー
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